
12．右の図のように、２次関数 ｙ＝ｘ２ のグラフと直線 ｙ＝－ｘ＋２ のグラフが２点Ａ、Ｂで

交わっている。このとき、次の問いに答えなさい。 （宣真高等学校 H24）

（１）点Ａの座標を求めなさい。

点Ａはグラフの交点だから、連立方程式を解けばよい。

ｘ２＝－ｘ＋２

ｘ２＋ｘ－２＝０

（ｘ＋２）（ｘ－１）＝０

ｘ＝－２，１ 点Ａはｘ＝１ Ａ．（１，１）

（２）２点Ａ、Ｂと原点Ｏでできる△ＯＡＢの面積を求めなさい。

(1)より点Ｂの座標は（－２，４）

△ＯＡＢ＝２×２÷２＋２×１÷２=２＋１＝３

Ａ． ３

（３）ｘ軸上の正の部分に点Ｐをとり、△ＯＡＰの面積が△ＯＡＢの面積の半分になるように

したい。このとき、点Ｐのｘ座標を求めなさい。

ｘ軸上にとった点Ｐのｘ座標をｔとすると、

△ＯＡＰの底辺ＯＰ＝ｔ、高さ１となる。
３

ｔ×１÷２＝－ よりｔ＝３ Ａ． ３
２
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